
塗
布
型
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
実
証

フ
ィ
ル
ム
上
に
回
路
形
成

東
レ

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

最
終
治
験
を
開
始

塩
野
義
製
薬

昨
年
６
月
に
六
呂
見
事
業

所
内
に
六
呂
見
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン

タ
ー
を
開
所
し
、
デ
ィ
ス
パ

ー
ジ
ョ
ン
・
レ
ジ
ン
の
研
究

開
発
機
能
を
尼
崎
か
ら
移
転

し
た
。
事
業
部
ヘ
ッ
ド
や
セ

ー
ル
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
Ｒ
＆
Ｄ
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ

Ｃ
Ｍ
）、生
産
も
集
約
し
、
今

月
か
ら
六
呂
見
事
業
所
（
旧

六
呂
見
工
場
）
に
名
称
変
更

し
て
い
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
Ｒ
＆
Ｄ

セ
ン
タ
ー
内
に
複
数
の
商
社

の
技
術
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ
た
こ
と

だ
。
商
社
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
で
の
ニ
ー
ズ
の
汲
み
上
げ

や
技
術
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

い
っ
た
役
割
を
肩
代
わ
り
す

る
こ
と
で
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
顧

客
の
声
に
応
え
る
新
製
品
開

発
に
専
念
で
き
る
。

３
商
社
に
は
従
来
か
ら
営

業
・
販
売
業
務
を
委
託
し
て

き
た
が
、
商
社
は
顧
客
の
要

望
を
吸
い
上
げ
て
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ

に
伝
え
る
の
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
新
た
な
モ
デ
ル
で
は

商
社
と
メ
ー
カ
ー
が
同
じ
セ

ン
タ
ー
内
で
協
働
し
、
商
社

が
直
接
顧
客
対
応
す
る
こ
と

で
、
そ
の
知
見
の
共
有
や
直

接
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可

能
と
な
る
。
商
社
は
製
品
の

知
識
や
知
見
を
蓄
積
で
き
る

た
め
、
従
来
以
上
に
質
の
高

い
顧
客
対
応
が
期
待
で
き

る
。

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ

ョ
ン
＆
レ
ジ
ン
事
業
部
執
行

役
員
事
業
部
長
の
杉
藤
正
史

氏
は
「
商
社
と
ビ
ジ
ネ
ス
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
込
ん

だ
今
回
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
、
グ
ル
ー
プ
の
他
の
拠
点

で
も
例
が
な
い
。
商
社
が
汲

み
取
っ
た
顧
客
ニ
ー
ズ
を
製

品
開
発
に
よ
り
迅
速
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
幅
広

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
今
後

の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
可
能
性

も
広
が
る
」
と
期
待
を
寄
せ

る
。六

呂
見
で
は
サ
イ
ト
内
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
完
結
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
一
方
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
知
見
も

積
極
的
に
採
り
入
れ
て
い

る
。
世
界
に
約
７０
も
の
Ｒ
＆

Ｄ
拠
点
を
構
え
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ

は
、
「
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ

ｅ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ
」
と

い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
て
お
り
、「
社
内

研
究
情
報
や
文
献
へ
の
ア
ク

セ
ス
、
テ
キ
ス
ト
検
索
や
デ

ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
内
の
知
見
を
フ
ル
に

活
用
し
て
い
く
。
機
能
も
さ

ら
に
拡
張
し
な
が
ら
、
他
と

の
差
別
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」（
杉
藤
氏
）
と
し
て
い

る
。

（
山
田
英
樹
）

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
＆

レ
ジ
ン
事
業
で
大
手
商
社
と
連
携
し
た
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
始
動
す
る
。
六
呂
見
地
区
（
三
重
県

四
日
市
市
）
に
新
設
し
た
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
内
に
長

瀬
産
業
、
三
井
物
産
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
豊
通
ケ
ミ
プ

ラ
ス
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
人
材
を
配
置
。
商
社

の
知
見
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
開
発
テ
ー
マ
創
出
か

ら
新
製
品
開
発
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
、
顧
客
対
応
ま

で
担
う
同
地
区
の
一
貫
体
制
を
よ
り
強
固
な
も
の
と

す
る
。
商
社
が
メ
ー
カ
ー
の
役
割
を
一
部
担
う
こ
と

で
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
新
製
品
開
発
に
注
力
し
、
成
熟
市

場
で
差
別
化
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
き
た
イ
ン
キ
・

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
分
野
の
競
争
力
強
化
に
つ
な
げ
る
。

�
…
今
期
は
中
計
の
最
終
年

度
で
す
。
総
括
す
る
と
。

「
自
己
資
本
比
率
が
連
結

で
６０
％
、
単
体
で
７０
％
を
超

え
、
財
務
指
標
は
強
化
さ
れ

た
。
設
備
投
資
に
つ
い
て
も
、

基
盤
強
化
を
掲
げ
た
コ
モ
デ

ィ
テ
ィ
事
業
、
機
会
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
ス

ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
両
面
で

実
施
し
、
１
５
０
０
億
円
の

計
画
に
基
づ
い
て
実
行
し

た
。
予
定
外
は
コ
ロ
ナ
禍
で

昨
年
は
、
ク
ロ
ー
ル
・
ア
ル

カ
リ
製
品
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
変
動
し
、
当
社
は
そ
の
恩

恵
も
あ
り
、
３
カ
年
の
数
値

目
標
は
達
成
で
き
そ
う
だ

が
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
製
品

は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
需
要
停
滞

の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け

た
。
収
益
性
は
悪
く
な
い
も

の
の
、
バ
イ
オ
関
連
、
歯
科

材
料
向
け
ジ
ル
コ
ニ
ア
粉
末

の
数
量
回
復
力
が
足
り
ず
、

ハ
イ
シ
リ
カ
ゼ
オ
ラ
イ
ト
も

半
導
体
不
足
に
よ
る
自
動
車

の
減
産
が
足
踏
み
の
要
因
と

な
っ
た
。
連
続
的
な
設
備
投

資
で
増
え
た
減
価
償
却
費
の

負
担
も
あ
り
、
同
事
業
に
絞

っ
た
数
値
目
標
は
未
達
と
な

り
そ
う
だ
。
研
究
・
開
発
も

コ
ロ
ナ
禍
で
遅
延
気
味
。
ま

た
、Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）

も
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
複

数
の
候
補
が
あ
っ
た
も
の

の
、
実
力
の
２
〜
３
倍
に
高

騰
し
て
い
る
印
象
。
取
得
し

て
も
管
理
で
き
な
く
て
は
大

損
失
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

の
で
、
慎
重
に
な
っ
た
」

�
…
２
０
２
２
年
の
景
況
感

は
ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

薄
ま
れ
ば
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ

ィ
製
品
の
需
要
回
復
は
加
速

す
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
は
�
ラ
ッ
キ
ー
�

と
言
え
る
状
況
だ
っ
た
の

で
、
昨
年
の
よ
う
な
好
市
況

は
望
め
な
い
と
思
っ
て
い

る
」

�
…
来
期
か
ら
始
ま
る
新
中

計
の
方
向
性
は
。

「
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
事
業
と

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
を

目
指
す
方
針
は
変
わ
ら
な

い
。
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
事

業
運
営
は
、
収
益
の
安
定
化

に
つ
な
が
る
。
実
際
、
連
結

売
上
高
に
お
け
る
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
の

比
率
は
６
対
４
、
同
利
益
の

比
率
が
半
分
ず
つ
で
悪
く
な

い
バ
ラ
ン
ス
だ
。
設
備
投
資

も
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
で

引
き
続
き
積
極
的
に
行
う
。

一
方
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
事
業

に
つ
い
て
は
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
問
題
の
対
応
を

含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
」

�
…
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
（
Ｃ
Ｎ
）
達
成
に
向
け

た
課
題
認
識
は
。

「
大
き
な
課
題
だ
ろ
う
。

温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

排
出
量
を
、
当
社
に
お
い
て

ピ
ー
ク
だ
っ
た
１８
年
度
に
比

べ
て
３０
％
削
減
す
る
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
発
表
す
る
。
動
力
源

の
バ
イ
オ
マ
ス
混
焼
率
向
上

や
液
化
天
然
ガ
ス
の
活
用
を

促
進
す
る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を

抑
制
す
る
効
率
的
な
プ
ロ
セ

ス
改
良
や
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新

と
い
っ
た
投
資
を
検
討
・
実

施
し
て
い
く
。
Ｃ
Ｏ
２

を
回

収
、
有
効
利
用
す
る
た
め
の

技
術
や
製
品
開
発
も
加
速
す

る
方
針
で
新
開
発
の
ア
ミ
ン

触
媒
の
展
開
は
期
待
で
き

る
。
た
だ
、
そ
の
後
５０
年
ま

で
に
Ｃ
Ｎ
を
達
成
す
る
に

は
、
技
術
革
新
が
不
可
欠
で

壁
は
相
当
に
高
い
。
そ
の
導

入
・
移
行
に
よ
る
コ
ス
ト
増

は
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
こ
れ
は
日
本
製
品
の
国

際
競
争
力
を
衰
退
さ
せ
か
ね

な
い
。
コ
ス
ト
や
収
益
性
の

議
論
が
置
き
去
り
な
っ
て
い

る
が
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
大

き
な
課
題
だ
」

（
石
川
亮
）

住友ベークライトは、メッキとの密

着性に優れた新規フェノール樹脂成形

材料「ＳＵＭＩＫＯＮ ＰＭ�Ｐｌａｍｅ
ｃシリーズ」を開発した。従来のフェノー

ル樹脂成形材料に比べて約５倍の初期のメ

ッキ密着性を確認しており、長期信頼性に

優れるほか、電磁波シールド性やガスバリ

ア性などの機能を付与できる。電動化シフ

トへの対応が迫られる自動車などの金属代

替材料として売り込む。将来的に年間１０億

円以上の販売を目指す。（インバーター筐体

をイメージしたモックアップ）

３ ダイセル、自動車安全部品カタログ化

４ 毛髪内の不飽和脂肪酸比率がツヤ関与

１０ 中国・舟山に巨大石化コンプレックス

７ 有機硫黄化合物特集

９ コンクリート混和剤特集

東
レ
は
１７
日
、
半
導
体
カ

ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
（
Ｃ

Ｎ
Ｔ
）
複
合
体
を
用
い
て
、

汎
用
フ
ィ
ル
ム
上
に
半
導
体

回
路
を
塗
布
形
成
す
る
技
術

を
開
発
し
、
電
波
を
用
い
た

自
動
認
証
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
や

セ
ン
サ
ー
で
無
線
動
作
す
る

こ
と
を
実
証
し
た
と
発
表
し

た
。
在
庫
管
理
な
ど
小
売
り

・
物
流
の
効
率
化
や
医
療
・

介
護
で
活
用
で
き
る
セ
ン
サ

ー
な
ど
幅
広
い
用
途
展
開
が

見
込
ま
れ
る
と
し
て
、
２
０

２
２
年
度
に
サ
ン
プ
ル
ワ
ー

ク
の
開
始
、
２３
年
度
の
商
業

化
を
予
定
す
る
。
ま
ず
は
小

ロ
ッ
ト
規
模
で
数
億
円
規
模

の
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

３０
年
に
は
１
０
０
億
円
規
模

を
目
指
す
。

東
レ
で
は
、
こ
れ
ま
で
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
を
用
い
た
塗

布
型
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
作
製
し
、

す
で
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
電
波
で
無

線
通
信
で
き
る
こ
と
を
実
証

し
て
い
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
上

に
半
導
体
回
路
を
形
成
す
る

工
程
で
、
熱
や
張
力
が
か
か

る
こ
と
で
フ
ィ
ル
ム
が
伸
縮

し
、
配
線
や
電
極
の
位
置
ず

れ
が
生
じ
る
こ
と
で
性
能
が

低
下
す
る
と
い
っ
た
課
題
を

抱
え
て
い
た
。

そ
こ
で
今
回
、
１
５
０
度

Ｃ
以
内
で
低
温
硬
化
す
る
同

社
の
感
光
性
導
電
ペ
ー
ス
ト

「
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
（
レ
イ

ブ
リ
ッ
ド
）」の
適
用
や
半
導

体
Ｃ
Ｎ
Ｔ
な
ど
各
材
料
を
改

良
す
る
こ
と
で
、
工
程
の
低

温
・
短
時
間
化
を
実
現
さ
せ

た
。
ま
た
、
東
レ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
の
形
状
追
従
型
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
技
術
を
用
い

る
こ
と
で
、
補
正
し
な
が
ら

高
精
度
に
回
路
を
形
成
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
た
。

こ
れ
ら
の
技
術
を
取
り
入

れ
た
フ
ィ
ル
ム
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の

試
作
品
で
動
作
実
証
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
リ
ー
ダ
ー
（
読

み
取
り
機
）
か
ら
２０
�
の
距

離
で
動
作
を
確
認
で
き
た
。

工
場
や
倉
庫
、
店
舗
な
ど
で

の
実
装
を
想
定
し
、
今
後
は

１
�
規
模
で
も
読
み
取
れ
る

よ
う
に
よ
う
に
改
良
し
て
い

く
。
ま
た
、
同
技
術
を
活
用

し
て
無
線
通
信
機
能
を
有
す

る
セ
ン
サ
ー
を
確
認
し
、
無

線
で
水
分
を
検
知
す
る
こ
と

に
も
成
功
し
た
。
例
え
ば
介

護
現
場
で
、
お
む
つ
中
の
排

尿
を
自
動
で
検
知
す
る
機
能

と
し
て
の
活
用
を
想
定
す

る
。そ

の
ほ
か
、
医
薬
品
の
領

域
で
、
Ｐ
Ｔ
Ｐ
シ
ー
ト
に
取

り
付
け
て
開
封
検
知
と
い
う

形
で
服
薬
確
認
に
用
い
た

り
、
調
剤
で
一
包
化
（
患
者

が
服
用
す
る
複
数
の
錠
剤
を

ま
と
め
て
一
袋
に
す
る
こ

と
）
す
る
際
の
開
封
検
知
と

し
て
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

る
。
幅
広
く
用
途
展
開
し
て

い
く
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
と
の
連
携
を
模
索
す

る
。同

社
先
端
材
料
研
究
所
研

究
主
幹
の
村
瀬
清
一
郎
氏

は
、
同
日
に
開
催
し
た
会
見

で
、「
東
レ
の
フ
ィ
ル
ム
半
導

体
デ
バ
イ
ス
を
読
み
取
る
読

み
取
り
機
や
、
そ
の
情
報
を

収
集
し
て
解
析
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
そ
れ
を
表
示
す
る

ア
プ
リ
な
ど
も
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
と
連
携
し
て
開
発
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
セ
ッ
ト

で
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

の
展
開
を
目
指
し
て
い
く
」

と
語
っ
た
。

�…斉藤鉄夫国土
交通大臣は「新型コ

ロナ対応、安全安心

・防災・減災、未来を

切り開く希望の３本

柱に取り組

む」と今年

の抱負を語

る。「新型コ

ロナ感染拡

大防止への

万全な対策

とコロナ禍

からの社会経済活動

の確実な回復、新型

コロナの影響で危機

に瀕する交通の確保

維持、観光への継続

的支援、観光需要回

復を見据えた取り組

みを進める」という。

�…「防災・減災、
国土強靱化のための

５カ年加速化対策を

着実に進めるととも

に流域治水の本格展

開、盛り土による災

害の防止、線状降水

帯の予測精度の向上

に向けた取

り組みの前

倒しを推進

する。未来

をつくる経

済好循環と

明るい希望

を持てる社

会の実現するため、

社会資本の戦略的計

画的整備、国土交通

分野における２０５０年

カーボンニュートラ

ルの実現、ＤＸの推

進に取り組んでいき

たい」と強調する。

研究開発、スペシ

ャリティ事業拡大の

足踏みといった残し

た課題を指摘しつ

つ、コモディティ事業とのハイ

ブリッド経営、財務体質の強化

への手応えを現中計でつかん

だ。次期中計でも方向性は変わ

らないとするが、ＧＨＧ排出量

を低減する取り組みが大きな課

題として横たわる。事業の収益

性や競争力を確保・拡大しつつ

低炭素化、脱炭素を目指すとい

う難題に挑むことになる。

亡
く
な
っ
た
父
の
後
を
継
ぐ
た

め
、
４０
歳
で
政
治
家
に
な
ろ
う
と
し

た
英
国
人
の
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
は
、
周
囲
に
遅
す
ぎ
る
と

揶
揄
さ
れ
た
。
人
間
、
志
を
た
て
る

の
に
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
そ
の
と
き
放
っ
た
有
名
な
言
葉

が
こ
れ
だ
。
彼
は
そ
の
後
、
３
度
に
わ
た
り
英
国
の
首

相
を
務
め
た
▼
今
の
自
分
の
考
え
方
や
知
識
は
そ
の
ま

ま
に
、
若
い
頃
、
子
供
の
頃
に
戻
っ
て
人
生
を
や
り
直

せ
た
ら
。
人
は
と
き
ど
き
そ
ん
な
こ
と
を
夢
想
し
、
昔

の
自
分
を
呪
っ
た
り
す
る
。
残
念
な
が
ら
時
間
は
後
戻

り
し
な
い
し
、
人
生
を
や
り
直
す
こ
と
も
で
き
な
い
。

後
戻
り
で
き
な
い
な
ら
、
今
か
ら
始
め
る
し
か
な
い

▼
人
生
１
０
０
年
時
代
に
突
入
し
、
社
会
人
が
仕
事
で

必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
び
直
す
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

（
学
び
直
し
）が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
も
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
日
本
で
は
必
須
の
国
策
と
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を
設
け
る
な
ど
国
を
挙
げ

て
注
力
し
て
い
る
。日
々
技
術
革
新
が
起
こ
り
、め
ま
ぐ

る
し
く
社
会
が
変
化
す
る
い
ま
、
学
び
直
し
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
か
も
し
れ
な
い
▼
学
生
の
頃
、
や
る
気

が
起
こ
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
苦
手
な
科
目
も
、
学
び
直

し
て
み
る
と
意
外
に
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
る
か
ら
不
思

議
だ
。大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
が
、例
え
ば
化
学
は
そ

う
だ
。し
か
し
、ど
う
し
て
も
苦
手
な
も
の
も
あ
る
。
加

重
平
均
資
本
コ
ス
ト（
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
）の
公
式
を
見
る
と
頭

が
痛
く
な
る
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。（
２２
・
１
・
１８
）

塩
野
義
製
薬
は
１７
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
「
Ｓ
�
２
６
８
０
１
９
」

の
国
内
第
３
相
臨
床
試
験

（
Ｐ
３
）を
開
始
し
た
と
発
表

し
た
。
接
種
後
の
抗
体
価
の

変
化
に
つ
い
て
ア
ス
ト
ラ
ゼ

ネ
カ（
Ａ
Ｚ
）製
ワ
ク
チ
ン
と

直
接
比
較
す
る
。
同
社
が
計

画
し
て
い
た
承
認
申
請
前
の

Ｐ
３
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
べ
て

の
治
験
が
始
ま
っ
た
。
今
年

度
中
の
実
用
化
を
目
指
す
。

１８
歳
以
上
の
成
人
１
０
０

０
人
を
対
象
と
す
る
国
内
Ｐ

３
を
開
始
し
た
。
実
際
の
発

症
予
防
効
果
に
代
わ
る
評
価

指
標
と
し
て
、
２
回
接
種
か

ら
４
週
間
後
の
中
和
抗
体
価

の
変
化
量
を
有
効
性
の
評
価

ポ
イ
ン
ト
に
す
る
。
比
較
す

る
対
照
薬
は
Ａ
Ｚ
製
ワ
ク
チ

ン
の
み
。
塩
野
義
に
よ
る
と
、

治
験
薬
と
し
て
の
調
達
可
能

性
な
ど
か
ら
同
ワ
ク
チ
ン
を

選
ん
だ
。
抗
体
価
を
基
に
、

Ａ
Ｚ
製
を
有
意
に
上
回
る
免

疫
原
性
が
あ
る
か
確
認
す

る
。塩

野
義
は
Ｐ
３
と
し
て
、

３
回
目
の
追
加
接
種
用
ワ
ク

チ
ン
と
し
て
の
治
験
、
実
際

の
発
症
予
防
効
果
を
プ
ラ
セ

ボ
と
比
較
す
る
海
外
治
験
も

実
施
中
。
昨
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
国
内
Ｐ
２
／
３
結
果

も
確
認
し
た
う
え
で
承
認
申

請
し
、
国
産
１
番
手
で
年
度

内
の
供
給
を
目
指
し
て
い

る
。

メッキと高密着のフェ
ノール樹脂成形材 ２

Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
に
商
社
人
材

Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
に
商
社
人
材

新
ビ
ジ
ネ
ス
構
築
へ

ＢＡＳＦジャパン

３
社
と
協
働

六呂見サイトでは新製品開発から
生産までのイノベーションサイク
ルの短縮と強化を実現

各
材
料
を
改
良
し
工
程
の
低

温
・
短
時
間
化
を
実
現

山本 寿宣 社長

東ソー

ひと
こと

Ｃ
Ｎ
達
成
へ
コ
ス
ト
議
論
重
要

�
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